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研究の目的、

内容、方法、

研究成果、 

今後の課題等 

【目的】市外在住の学生（若者）が伊豆の国市内を探索して伊豆の国市の新たな魅力

を若者目線で発見する。そして、コミュニティ FM ラジオ（FM いずのくに）で学生

がパーソナリティを務める番組（「県大いずのくにステーション」）を通して、発見し

た魅力を県内外に情報発信して、伊豆の国市の活性化を図る。これとは別に、江川邸

竹灯り実行委員会の一員として、祭りの企画運営に携わり、地域の方々と協働する。 

【内容】 

【ラジオ】2025 年 6 月から計 10 回にわたり学生とともに伊豆の国市を訪問。 

 ６月：鮎釣り、７月：インスタ映えスポット、８月：七福神巡り 

 ９月：竹灯りイベント、10 月：歴史、11 月：おでん、12 月：CM 作成 

 １月：自分磨き（２回）、２月：CM 営業 

 内容を企画し、取材した内容を編集して、ラジオ番組を作成、オンエア。 

【竹灯り】2025 年 5 月から毎月１回、現地で地域の方たちと協働した。 

【成果・課題】 

 伊豆の国市以外の地域に在住の学生が企業等を訪問し、伊豆の国市の魅力を見出し

伝える当初の目的は果たすことができた。今後は、市内のみならず市外のリスナーの

増加を図るとともに、ラジオを通じた新たな地域活性化策を模索、行動に移し実践する。 
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